
一般会計 普通会計 単　体 連　結

退職・賞与引当金など

ｂ

1,632 1,640 1,901 1,905

未収金（税等の滞納分） a

減価償却費等

ｃ

2,149 2,192 2,498 2,511

退職・賞与引当金など b

行政サービスに対する支出

注2

注2注2

注2：退職金等の一部支出額を除く

⑥

44,472 45,118 116,636 117,058

公債費（利子の償還）

⑧

1,430 1,430 2,746 3,005

計 49,683 50,380 123,781 124,479

未払金など

d

使用料・手数料等の収入

①

2,374 2,947 53,573 54,278

47,309 47,433 70,208 70,201

1,847 1,855 2,538 3,129

使用料・手数料等の収入

① 経常的支出

行政サービスに対する支出

⑥

46,319 46,973 119,174 120,187

租税収入等

②

使用料・手数料等の収入

①

2,374 2,947 53,573 54,278

資産形成に対する収入

③

租税収入等

②

50,767 50,796 77,650 77,937

市債（借金に対する収入と見なす）

④ イ

6,822 6,770 12,049 12,028

注1：

注1：注1：

注1：繰越金

⑤ 資本的支出

資産形成に対する支出

⑦

6,623 6,625 10,222 10,230

行政サービスに対する支出

⑥ 資本的収入

資産形成に対する収入

③

1,023 1,056 1,256 1,258

資産形成に対する支出

⑦ ロ

-5,600 -5,569 -8,966 -8,972

公債費（元金・利子の償還）

⑧

1,222 1,201 3,083 3,056

歳入－歳出＝形式収支

⑨ 財務的支出

公債費（元金・利子の償還）

⑧

9,496 9,496 15,172 15,706

基金などの積立金等

⑩ 財務的収入

市債（借金に対する収入と見なす）

④

7,836 7,836 11,880 12,492

土地（市道等の底地を除く）

⑪ ハ

-1,660 -1,660 -3,292 -3,214

建物等（市道等の工作物を除く）

⑫

未収金（税等の滞納分）

a

1,259 1,272 4,890 5,529

形式収支

⑨

1,093 1,192 2,083 2,083

市道・林道・河川等

e

基金などの積立金等

⑩

18,324 18,337 21,598 21,799

リース資産

f

土地（市道等の底地を除く）

⑪

56,581 57,143 60,772 60,772

建設中の資産

g

建物等（市道等の工作物を除く）

⑫

47,484 48,328 51,730 53,751

市債の残高

h

市道・林道・河川等

e

205,996 205,996 276,967 276,967

リース資産（支払い済分）

f

242 242 6,498 6,504

建設中の資産【建設仮勘定】

g

982 1,031 1,031 1,031

331,961 333,541 425,568 428,436

退職・賞与引当金など

b

1,632 1,640 1,901 1,905

未払金など

d

13,867 13,867 14,755 12,083

リース資産（未払い分）

f

399 399 403 405

市債の残高

h

80,719 80,724 145,580 150,976

96,617 96,630 162,639 165,369

※四捨五入しているため一致しない部分があります

235,344 236,911 262,929 263,067
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組み替え元 ⇒ 組み替え先
組み替え後（単位：百万円）
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減価償却費等

c

経常収益

　＋　　　　⇒　＋　　　　⇒　＋　　　　⇒　＋　　　　⇒
純行政コスト（経常費用－経常収益）

純行政コスト（経常費用－経常収益）純行政コスト（経常費用－経常収益）

純行政コスト（経常費用－経常収益）

【参考】行政コスト計算書の行政サービスに対する支出額から除いた額
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経常的収入

経常的収支区分（①＋②－⑥）

歳

出

資本的収支区分（③－⑦）

基礎的財政収支（イ＋ロ）

基礎的財政収支（イ＋ロ）基礎的財政収支（イ＋ロ）

基礎的財政収支（イ＋ロ）
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財務的収支区分（④－⑧）

　＋　　　　⇒　＋　　　　⇒　＋　　　　⇒　＋　　　　⇒
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負債

純資産（資産－負債）

純資産（資産－負債）純資産（資産－負債）

純資産（資産－負債）

※

※※

※　発生主義の勘定科目は、実際に現金の出し入れはありませんが、決算時

点で支払い義務等が発生しているものについて、合理的な計算方法で算出し

た金額を計上しています。

資産　計

資産　計資産　計

資産　計

注1

注1注1

注1：繰越金は、前年度の形式収支額であり、前年度の貸借対照表の金融資

産として計上しているため、組み替えの対象外となります。

負債

注2

注2注2

注2：前年度の行政コスト計算書において、発生主義に基づき退職・賞与引

当金として計上した額には、本年度実際に支出した退職金や賞与金の一部が

含まれているため重複分を本年度支出額から控除しています。

負債　計

負債　計負債　計

負債　計


